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本語

1．自
じ ぶ ん

分のことを説
せつめい

明するとき
・私
わたし

は○○です。
・私
わたし

は○○に住
す

んでいます。
・私
わたし

は○○人
じん

です。
2．事

じ こ

故にあったとき
・助

たす

けて。
・車
くるま

にぶつかりました。
・けがをしている人

ひと

がいます。
　救

きゅうきゅうしゃ

急車を呼
よ

んでください。
3．自

じ ぶ ん

分の物
もの

を盗
ぬす

まれたとき、なくしたとき
・泥

どろぼう

棒です。
・○○（財

さ い ふ

布、かばん）をなくしました。
・○○を盗

ぬす

まれました。

4．火
か じ

事にあったとき
・火

か じ

事です。
・逃

に

げてください。
・急

いそ

いでください。
5．医

い し ゃ

者に診
み

てもらいたいとき
・病

びょういん

院に行
い

きたいです。
・病

びょういん

院に連
つ

れていってください。
6．病

びょうき

気・けがの様
よ う す

子を説
せつめい

明するとき
・○○（足

あし

、お腹
なか

、頭
あたま

）が痛
いた

いです。
・咳
せき

が出
で

ます。
・下

げ り

痢をしています。
・熱
ねつ

があります。
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・愛知県地域振興部国際課多文化共生推進室
 「『やさしい日本語』の手引き」
・気象庁リーフレット「震度と揺れ等の状況（概要）」
・京都府国際課「外国籍府民のための安心・安全情報」
・埼玉県総合政策部国際課　
 「外国人にやさしい日本語表現の手引2006」
・静岡県企画広報部多文化共生課
 「地震防災ガイドブック『やさしい日本語』版」
・とんだばやし国際交流協会「どないしたん？」

・弘前大学人文学部社会言語学研究室
　〈増補版〉「『やさしい日本語』作成のためのガイドライン」、同研究室HP
・福岡県国際交流局交流第一課　
 「外国人のための防災ハンドブック」
・山形県国際交流協会「やさしい日本語会話集」
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